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商品市況展望  

平成 25 年 5 月 19 日記 

～～～～～～～～ゴールド復権ゴールド復権ゴールド復権ゴールド復権への考察～～への考察～～への考察～～への考察～～    

4 月 12 日から 15 日にかけての金相場の暴落が一段落した後の 4 月 17 日、米国政府の造幣局米国政府の造幣局米国政府の造幣局米国政府の造幣局

で、で、で、で、1111 日で約日で約日で約日で約 2222 トン分の金貨が売れたトン分の金貨が売れたトン分の金貨が売れたトン分の金貨が売れたという。これは、米造幣局の 1 カ月分の金貨の販売量に匹

敵する量だともいう。 

08 年のリーマンショック後、世界的に金貨や金地金の売れ行きが増え、特にインドや中国な

どの新興市場諸国の人々が、貯金の代わりとなる備蓄資産として金地金を買い増した。これが金

の長期上昇トレンドを支えてきた一因なのは間違いのないところだ。 

今回の今回の今回の今回のドル防衛ドル防衛ドル防衛ドル防衛のために米金融界が作為的に起こしたのために米金融界が作為的に起こしたのために米金融界が作為的に起こしたのために米金融界が作為的に起こした暴落で暴落で暴落で暴落でもももも、金の価格に安値感が出たの、金の価格に安値感が出たの、金の価格に安値感が出たの、金の価格に安値感が出たの

で、で、で、で、逆に逆に逆に逆に人々が一気に金を買いあさった人々が一気に金を買いあさった人々が一気に金を買いあさった人々が一気に金を買いあさったわけだわけだわけだわけだ。これは金融界やマスコミが宣伝する｢金は安定

した資産の備蓄対象でない｣との印象操作は、全く効果が無かった事を意味する。 

 

国内金先物市場でも、今回も暴落～反発の過程において、個人大口投資家の 1,000 枚単位の買

い注文（トン単位の買い）が入った事を当方は確認している。今週はまた下げてしまった金相場

であるが、そういうとてつもない買い注文が実際あるのは事実だ。 

 

金地金は富の備蓄（投資）の対象として、株や債券、もしくはドルなど国際備蓄通貨のライバ

ルだ。だから金融界は今回、先物市場を使って金暴落を引き起こし、金に対する勝利宣言を行っ

たわけだ。 

しかし、金を儲けの対象としてではなく、自分たちの資産の減価を防ぐための備蓄対象と考え

ている人々は、リーマンショック以来のドルや株、債券の不安定さが今後も続くと感じ、金地リーマンショック以来のドルや株、債券の不安定さが今後も続くと感じ、金地リーマンショック以来のドルや株、債券の不安定さが今後も続くと感じ、金地リーマンショック以来のドルや株、債券の不安定さが今後も続くと感じ、金地

金に対する信頼を失っていない金に対する信頼を失っていない金に対する信頼を失っていない金に対する信頼を失っていない。実は、金融界の中でも（日米以外の）各国の中央銀行は、備蓄

対象として金地金を買い増しており「人々」と同じ側にいる。 

 

 金融界は先物を使って金相場を急落させられるので、金の価格は今後も上がりにくいかもしれ

ない。だが価格上昇が抑圧されている一方で、地金に対する需要は旺盛だ。人々はどんどん金を

買っている。これは「売り切れ」の状態を招きかねない。 

 

 金地金の「売り切れ」は金地金の「売り切れ」は金地金の「売り切れ」は金地金の「売り切れ」は 2222 種類ある種類ある種類ある種類ある。一つは他の商品でもよくある、在庫払底の売り切れだ在庫払底の売り切れだ在庫払底の売り切れだ在庫払底の売り切れだ。

それはすでに起きている。4 月 23 日には、米造幣局で鋳造と金地金の調達が間に合わず、10 分

の 1 オンス金貨の在庫が底をつき、売り切れとなった。リーマンショック直後の 08 年 11 月に

も、金貨が売れすぎて米国、カナダ、南アフリカなどの造幣局で売り切れた。だがこの種の売り

切れは、時間が経てば解消される。大した問題ではない。 

 

だが、もう一つの種類の金の売り切れは、もっと深刻だ。「金の取り付け騒ぎ金の取り付け騒ぎ金の取り付け騒ぎ金の取り付け騒ぎ」である。 

日本を含む先進諸国では、地金を買う人の多くが、実物を手にしない。金貨を買う人は実物を

持ち帰るだろうが、金貨に加工していない地金（金塊）を買う人の多くは、金商社で買う金を、

そのまま同じ商社の金庫に預け、預り証だけを持ち帰る。 

買い手の多くが実物の商品を引き取らないので、金商社は、自分の会社にある金の在庫量を越
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えて、どんどん売ることができる。これは詐欺や「ねずみ講」の状態であり、かつて問題となっ

た豊田商事商法と同じものだが、人々に対し信用がある会社なので今のところ問題は発生してい

ない。買い手が金商社を信じている限り、売り切れは表面化しないし、世界の金鉱山で毎日新買い手が金商社を信じている限り、売り切れは表面化しないし、世界の金鉱山で毎日新買い手が金商社を信じている限り、売り切れは表面化しないし、世界の金鉱山で毎日新買い手が金商社を信じている限り、売り切れは表面化しないし、世界の金鉱山で毎日新

たな地金が採掘されているので、金の需要が減れば、そのうち現存量が買われた総量に追いつたな地金が採掘されているので、金の需要が減れば、そのうち現存量が買われた総量に追いつたな地金が採掘されているので、金の需要が減れば、そのうち現存量が買われた総量に追いつたな地金が採掘されているので、金の需要が減れば、そのうち現存量が買われた総量に追いつ

くくくく。 

しかし世界的に、すでに現存する量よりかなり多い金が売られてしまっている可能性も否定出

来ない。 

この可能性があるため、ひょっとしたら現在 ETF 残高がピーク時より 400 トンも減少してい

るのかもしれない。買い手も、売り手も、危険を感じて縮小に動いている可能性は高い。 

 

 今回の金暴落の 2 週間前にゴールドマンサックス（GS）は、暴落を予測するかのような大幅

下落の予測を発表した。その GS が 4 月 23 日、金の先物売りを推奨するのをやめるという発表

を投資家向けに行った。これは、金相場の下落が止まる、もしくは上昇に転じるという予測だ。 

 大手投資家のジョン・ポールソンも、金の再上昇を予測する一方で、今後はドルの過剰発行が

もたらすインフレの方が心配になると言っている。 

 

今はまだ、各種経済指標が良いため米国株価は上昇しており、国内もアベノミクスからの株価

上昇が顕著だ。だが万が一、だが万が一、だが万が一、だが万が一、再び株や債券、ドル再び株や債券、ドル再び株や債券、ドル再び株や債券、ドルのののの危機危機危機危機が発生した場合は、金の反撃が始まるが発生した場合は、金の反撃が始まるが発生した場合は、金の反撃が始まるが発生した場合は、金の反撃が始まる

だろうだろうだろうだろう。 

更に言うならば、売り崩しに動いた金融資本にしても、先物市場で金の売りを行うのなら、必先物市場で金の売りを行うのなら、必先物市場で金の売りを行うのなら、必先物市場で金の売りを行うのなら、必

ずずずず相手の相手の相手の相手の買い方がいる買い方がいる買い方がいる買い方がいる。その相手が差金決済ではなく、現物をよこせ！となった場合は、金のその相手が差金決済ではなく、現物をよこせ！となった場合は、金のその相手が差金決済ではなく、現物をよこせ！となった場合は、金のその相手が差金決済ではなく、現物をよこせ！となった場合は、金の

取り付け騒ぎと全く同じ事が発生するわけで、さてそれだけの現物を確保しているのか？取り付け騒ぎと全く同じ事が発生するわけで、さてそれだけの現物を確保しているのか？取り付け騒ぎと全く同じ事が発生するわけで、さてそれだけの現物を確保しているのか？取り付け騒ぎと全く同じ事が発生するわけで、さてそれだけの現物を確保しているのか？    

株なら発行すれば幾らえも増えるし、ドルも刷れば幾らでも増えるが、さて金の地金はすぐに

は出来ないぞ！ 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 \4,699 -50 \4,701 -52 

5 月 14 日 \4,706 -7 \4,711 10 

5 月 15 日 \4,265 -41 \4,661 -50 

5 月 16 日 \4,592 -73 \4,595 -66 

5 月 17 日 \4,566 -26 \4,571 -24 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『NY 金は戻り売り相場からまだ脱却出来ていない。しかし東京

金は円安で買われる展開が続いており、非常にわかりにくい動きとなるだろう。目先は、短期で

の逆張りを推奨する』とコメントした。 

今週の相場展開は、先週末に記録した 4,760 円（5/10）の戻り高値から反落に転じた相場が、

週末には 4,5184,5184,5184,518 円（円（円（円（5/175/175/175/17）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。242242242242 円幅の下落円幅の下落円幅の下落円幅の下落であり、5 月の上げ分を“往って来い”す

る下げとなった。 

 

為替は先週の 101 円台から、102 円台（週末の NY 市場では 103 円台）と更に円安は進んでい

る。日経平均株価も上昇だ。しかし金相場は、NY 金がそれ以上の下げとなったため、断続的に

下落した情勢である。 

先週号で｢NY 金は戻り売り相場からまだ脱却出来ていない｣とコメントしたとおりの展開にな

っているわけだ。…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,566 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \4,125 4 月 16 日 \4,566 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \4,129 4 月 16 日 \4,564 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \4,131 4 月 16 日 \4,570 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \4,132 4 月 16 日 \4,570 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \4,514 5 月 2 日 \4,571 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

5/5/5/5/17171717 のののの NYNYNYNY 市場で市場で市場で市場ではははは、、、、前日比前日比前日比前日比 22.222.222.222.2 ドル安ドル安ドル安ドル安のののの 1364.71364.71364.71364.7 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。安値安値安値安値はははは 1353.61353.61353.61353.6 ドルドルドルドルと 33.3

ドル安まであった。 

為替は為替は為替は為替は 103.27103.27103.27103.27 円円円円と円安が進んでいるため、換算で換算で換算で換算ではははは 29292929 円安円安円安円安にとどまるが、東京市場では夜

間取引ですでに 4,5104,5104,5104,510 円の安値も記録円の安値も記録円の安値も記録円の安値も記録している。 

この 4,5104,5104,5104,510 円というのは重要で、円というのは重要で、円というのは重要で、円というのは重要で、5/25/25/25/2 の安値の安値の安値の安値 4,5144,5144,5144,514 円を割り込む価格円を割り込む価格円を割り込む価格円を割り込む価格である。東京市場のチャ
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ートでは、これで小さな W トップを完成させたわけで、これがダマシになるか？ それとも順行

するか？は大きな問題だ。 

 

また NY 金のチャートは明らかに 2 番底を付けに行っている動きだが、ここで止まらず 1321.51321.51321.51321.5

ドルも割り込めば、ドルも割り込めば、ドルも割り込めば、ドルも割り込めば、底抜けする底抜けする底抜けする底抜けする。 

このところずっと｢NY 金の 1500 ドルは一つの壁。1526 ドルが大きな壁だと見ており、再び売

られた場合は 1200 ドルまでは下げる｣とコメントして来ているわけで驚きはないが、底抜けし底抜けし底抜けし底抜けし

た場合はた場合はた場合はた場合は 1321.51321.51321.51321.5 ドル→ドル→ドル→ドル→1487.21487.21487.21487.2 ドルまでの戻り幅の倍返しの下げ＝ドルまでの戻り幅の倍返しの下げ＝ドルまでの戻り幅の倍返しの下げ＝ドルまでの戻り幅の倍返しの下げ＝165.7165.7165.7165.7 ドルの下げ＝ドルの下げ＝ドルの下げ＝ドルの下げ＝1155.81155.81155.81155.8

ドルが目標値となるだろうドルが目標値となるだろうドルが目標値となるだろうドルが目標値となるだろう。 

その際、仮に為替が 104 円まで円安が進行していたとしても、…中略… 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/5/5/5/14141414 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

    

5/5/5/5/17171717 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略… 

 

こういうデータを見る限り、金に人気が向いて欲しくない金融大手の手仕舞いはまだ続いて金に人気が向いて欲しくない金融大手の手仕舞いはまだ続いて金に人気が向いて欲しくない金融大手の手仕舞いはまだ続いて金に人気が向いて欲しくない金融大手の手仕舞いはまだ続いて

いるいるいるいるのだろう。現物市場で大きく下がった時にバーゲンハンティングする個人投資家との戦いは、

まだ続いているという事だ。 

 

結論として当方の相場観は、東京市場では円安が相場の支えとなっているものの、NY 市場で

はまだ弱いまま。底入れを確認するまでは、売り中心の逆張りがベターであろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 \4,898 -42 \4,927 -32 

5 月 14 日 \4,906 8 \4,928 1 

5 月 15 日 \4,948 42 \4,969 41 

5 月 16 日 \4,907 -41 \4,927 -42 

5 月 17 日 \4,900 -7 \4,924 -3 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『円安が続く限りは売れないので押し目買い方針だが、

5,000 円から上に一気に駆け上がるほどの勢いは無いのでは？ 目先は逆張りであろう』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、4,900 円台でのもみ合い。高値は 4,9994,9994,9994,999 円（円（円（円（5/165/165/165/16））））まであったが、5,000

円台乗せは果たせず。 

なお金が下げている中でプラチナはほとんど下げていなかったが、週末の夜間取引では一時安

値で 4,8424,8424,8424,842 円まで急落円まで急落円まで急落円まで急落。高値から 157 円の下げである。 

 

週末の NY プラチナは、…中略… 

このようにプラチナがしっかりしている要因は、やはり株高とプラチナ自体の需給予測が良株高とプラチナ自体の需給予測が良株高とプラチナ自体の需給予測が良株高とプラチナ自体の需給予測が良

いいいいからだろう。 

〇ジョンソン・マッセイ社の需給報告では、2012201220122012 年は年は年は年は 11.711.711.711.7 トンの供給不足トンの供給不足トンの供給不足トンの供給不足。2013201320132013 年も年も年も年も若干の若干の若干の若干の

供給不足の見込み供給不足の見込み供給不足の見込み供給不足の見込み。今後今後今後今後 6666 ヶ月の予想価格帯はヶ月の予想価格帯はヶ月の予想価格帯はヶ月の予想価格帯は 1415141514151415 ドル～ドル～ドル～ドル～1710171017101710 ドルドルドルドル。平均で平均で平均で平均で 1570157015701570 ドルドルドルドル。 

〇ロンミンが保有する南アの鉱山では、まだ違法ストが発生している。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \4,900 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,893 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,900 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\4,919 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,310 4 月 16 日 \4,918 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \\\\4,9994,9994,9994,999    5555 月月月月 16161616 日日日日    \4,610 5 月 2 日 \4,924 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

 

週末現在のサヤは、4,924 円（プラチナ）－4,571 円（金）＝353353353353 円円円円。 

 

順ザヤは大きく拡大である。今年に入ってからの最大価格差となっている状況である。拡大し
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ている要因は、前述の通りである。 

 

結論として当方の相場観は、金とは逆に、買い中心の逆張りがベターな状況と考える。プラチ

ナが大きく崩れるには、株式市場の急落が発生しないと現状では難しいのだろう。かと言って急

騰するほどの材料も無く、金が立ち直らないと上値追いも困難だろうから。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 \33,180 -10 \27,380 -300 

5 月 14 日 \33,890 710 \27,690 310 

5 月 15 日 \33,920 30 \27,810 120 

5 月 16 日 \33,800 -120 \27,690 -120 

5 月 17 日 \33,860 60 \27,490 -200 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『週末に出た米農務省報告の内容が酷すぎる。これでは全く買う気にならず、

かと言って円安＆逆ザヤの市場では売る気にもならぬ。目先は完全撤退である』とコメントした。 

今週の相場展開は、先物は上げたり下げたりで、完全な保合いである。だが旧穀の 9999 月限は、月限は、月限は、月限は、

5/155/155/155/15 にににに 31,20031,20031,20031,200 円の高値を記録するなど一代高値の更新円の高値を記録するなど一代高値の更新円の高値を記録するなど一代高値の更新円の高値を記録するなど一代高値の更新であり、期近も 33,000 円台後半での推

移で逆ザヤは拡大している。 

 

とにかく昨年はホット＆ドライで不作だったわけなので、旧穀の需給はきつく、今の先物チャ

ートよりも 6,000 円も期近は高値に位置しているわけだ。 

だが今年は先週の米農務省報告によれば、生産高（前年）生産高（前年）生産高（前年）生産高（前年）107107107107 億億億億 8,0008,0008,0008,000 万万万万 BuBuBuBu→→→→141141141141 億億億億 4,0004,0004,0004,000 万万万万

BuBuBuBu、、、、期末在庫期末在庫期末在庫期末在庫 7777 億億億億 5,9005,9005,9005,900 万万万万 BuBuBuBu→→→→20202020 億億億億 400400400400 万万万万 BuBuBuBu、、、、在庫率在庫率在庫率在庫率 6.86.86.86.8％→％→％→％→15.515.515.515.5％％％％と劇的に改善すると劇的に改善すると劇的に改善すると劇的に改善するという

のだから、同じコーンでも先物（新穀）は全く別物と言うしかない同じコーンでも先物（新穀）は全く別物と言うしかない同じコーンでも先物（新穀）は全く別物と言うしかない同じコーンでも先物（新穀）は全く別物と言うしかない。 

…中略… 

 

 最終的にはチャイナの汚染問題で、穀物相場はそのうちに吹っ飛ぶ可能性もあると思っている

のだが、当方は本命の相場は来年と思っている。今は食指が沸かない。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \34,400 3 月 22 日 \21,490 6 月 18 日 \33,860 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \\\\31,20031,20031,20031,200    5555 月月月月 15151515 日日日日    \25,510 10 月 1 日 \30,750 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\27,970 2 月 6 日 \24,420 

11 月 14

日 

\27,490 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,170 2 月 5 日 \24,930 

12 月 21

日 

\27,170 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \27,900 4 月 12 日 \25,690 4 月 4 日 \27,270 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 16 日 \28,070 4 月 22 日 \26,520 4 月 30 日 \27,490 

 9 月までは旧穀。11 月以降は新穀である。だからこんなサヤになっている。 
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〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 5/5/5/5/17171717 ののののシカゴシカゴシカゴシカゴ市場は市場は市場は市場は、、、、7777 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 11.2511.2511.2511.25 セントセントセントセント高高高高のののの 652.75652.75652.75652.75 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 4.504.504.504.50

セント安のセント安のセント安のセント安の 519519519519.50.50.50.50 セントセントセントセント。 

期近は需給逼迫で上昇したが、先物は逆に下落。円安なので期近の換算は 530 円高であるが、

東京も先物は反応しないだろう。 

 

チャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗な WWWW 底からの上昇波動底からの上昇波動底からの上昇波動底からの上昇波動でででであったが、あったが、あったが、あったが、5555 月限が納会して下ザヤの月限が納会して下ザヤの月限が納会して下ザヤの月限が納会して下ザヤの 7777 月限が期近に月限が期近に月限が期近に月限が期近に

廻り、一気に元の木阿弥に廻り、一気に元の木阿弥に廻り、一気に元の木阿弥に廻り、一気に元の木阿弥に。こうなる事はわかっていたわけだが、場合によってはサヤ出世して

戻すかもしれない。 

だがこれよりも 1 ドル以上下にいる新穀が、さてどこまで戻せるかが問題だ。先々週までは、

｢下げて幾らあるの？｣と強気であったが、穀物相場というのは大概穀物相場というのは大概穀物相場というのは大概穀物相場というのは大概 4444～～～～5555 月の天候相場期初期に月の天候相場期初期に月の天候相場期初期に月の天候相場期初期に

天井を打つケースが多いのだから、今年は空振りなのだろうと今は思っている天井を打つケースが多いのだから、今年は空振りなのだろうと今は思っている天井を打つケースが多いのだから、今年は空振りなのだろうと今は思っている天井を打つケースが多いのだから、今年は空振りなのだろうと今は思っているという事だ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/5/5/5/14141414 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、買う気にも、売る気にもならぬ相場である。何らかのインパクト

のある材料が出るまでは、仕掛ける気は全くない。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 \68,500 3900 \52,800 -160 

5 月 14 日 \65,900 -2600 \52,940 140 

5 月 15 日 \65,510 -390 \52,890 -50 

5 月 16 日 \66,800 1290 \53,030 140 

5 月 17 日 \67,400 600 \53,310 280 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『新穀と旧穀の逆ザヤ幅は拡大してゆくだろう。買うなら突っ込んだところ

の旧穀であり、先物はあまり面白くない展開が続くだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、先物は 53,000 円を挟んだ横ばい。ただし旧穀は乱高下をしながらも一代旧穀は乱高下をしながらも一代旧穀は乱高下をしながらも一代旧穀は乱高下をしながらも一代

高値更新高値更新高値更新高値更新の展開となっており、逆ザヤ幅は大きく拡大である。予想通りの動きである。 

 

先週発表された米農務省報告では、生産高（前年）生産高（前年）生産高（前年）生産高（前年）30303030 億億億億 1,5001,5001,5001,500 万万万万 BuBuBuBu→→→→33333333 億億億億 9,0009,0009,0009,000 万万万万 BuBuBuBu、、、、期期期期

末在庫末在庫末在庫末在庫 1111 億億億億 2,5002,5002,5002,500 万万万万 BuBuBuBu→→→→2222 億億億億 6,5006,5006,5006,500 万万万万 BuBuBuBu、、、、在庫率在庫率在庫率在庫率 4.14.14.14.1％→％→％→％→8.18.18.18.1％％％％。コーンほどは需給緩和になら

ない数字であるため、先物も確りはしている。 

だが逆ザヤ＝買いとまで言えるものでもなく、予想通りのつまらない相場である。 

 

コーン同様にシカゴの期近チャートは限月替りで、15 ドル台→14 ドルへと大きく変わり、新

穀もそんなには動いていない。 

しかし週末週末週末週末 5/175/175/175/17 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \\\\70,00070,00070,00070,000    5555 月月月月 14141414 日日日日    \44,400 6 月 18 日 \67,400 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \\\\64,90064,90064,90064,900    5555 月月月月 16161616 日日日日    \47,500 

11 月 13

日 

\64,400 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \\\\67,60067,60067,60067,600    5555 月月月月 15151515 日日日日    \46,920 

10 月 16

日 

\66,600 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \\\\55,49055,49055,49055,490    5555 月月月月 15151515 日日日日    \48,450 1 月 9 日 \55,000 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \53,980 4 月 11 日 \50,150 4 月 4 日 \53,510 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 16 日 \53,650 4 月 22 日 \49,850 5 月 2 日 \53,310 

 10101010 月限までが旧穀月限までが旧穀月限までが旧穀月限までが旧穀。特に 10 月限の上昇が激しくなって来たのは、旧穀の最後の限月だからだ

ろう。12121212 月限はヒネもの月限はヒネもの月限はヒネもの月限はヒネものなので、新穀・旧穀が混ざっている限月だ。だからこれも、若干上が

って来ているのだろう。2222 月限以降は新穀だ月限以降は新穀だ月限以降は新穀だ月限以降は新穀だ。 

 ただしなかなか一般では、先物ではなく中物限月を仕掛けるのは困難か。出来高も少ないし、

何よりもザラバ板が飛んでいるし、ボラティリティも高い。無理には勧めない。 
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〇東京大豆 10 月限一代足 

…削除済み… 

今週は注目の 10101010 月限の一代足チャートをアップ月限の一代足チャートをアップ月限の一代足チャートをアップ月限の一代足チャートをアップしてみた。先物チャートとは、全く別物の動

きをしている事が良くわかると思う。 

相場相場相場相場とは、本来はこの限月間のサヤを取るのが仕事なわけだ。また商社などは、市場感のサとは、本来はこの限月間のサヤを取るのが仕事なわけだ。また商社などは、市場感のサとは、本来はこの限月間のサヤを取るのが仕事なわけだ。また商社などは、市場感のサとは、本来はこの限月間のサヤを取るのが仕事なわけだ。また商社などは、市場感のサ

ヤを取るのが最大の仕事だ。ヤを取るのが最大の仕事だ。ヤを取るのが最大の仕事だ。ヤを取るのが最大の仕事だ。上がり下がりなんていうのは、ホントはどうでも良いのだ。上がり下がりなんていうのは、ホントはどうでも良いのだ。上がり下がりなんていうのは、ホントはどうでも良いのだ。上がり下がりなんていうのは、ホントはどうでも良いのだ。    

…中略… 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/5/5/5/14141414 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、9…中略… 

 

結論として当方の相場観は、面白いのは期近～中物の相場であり、先物は大して動かないだろ

う。一般には勧められない相場である。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 284.0 3.7 294.0 0.4 

5 月 14 日 276.6 -7.4 287.6 -6.4 

5 月 15 日 271.6 -5.0 282.7 -4.9 

5 月 16 日 270.1 -1.5 282.3 -0.4 

5 月 17 日 272.7 2.6 287.8 5.5 

先週号においては『チャートは完全に押し目買いへと転換を示唆。目先天井となるか、上げ続

けるかは、為替相場次第の展開となるだろう』とコメントした。    

今週の相場展開は、週明けには 299.0299.0299.0299.0 円（円（円（円（5/135/135/135/13））））と 300 円台寸前まで駆け上がった。しかしそ

の後は三連続陰線の下げで値を消し、276.3276.3276.3276.3 円（円（円（円（5/165/165/165/16）まで大きく下落）まで大きく下落）まで大きく下落）まで大きく下落。20 円以上の下げとな

った後、週末にはまた切り返し始めた。 

 

逆三尊の底入れを確認した相場が、逆三尊の底入れを確認した相場が、逆三尊の底入れを確認した相場が、逆三尊の底入れを確認した相場が、300300300300 円を手前に跳ね返された円を手前に跳ね返された円を手前に跳ね返された円を手前に跳ね返された。…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

329.0 2 月 6 日 233.4 4 月 18 日 272.7 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 236.7 4 月 18 日 277.2 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 240.4 4 月 18 日 279.2 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 241.3 4 月 18 日 282.1 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 297.7297.7297.7297.7    5555 月月月月 13131313 日日日日    242.5 4 月 18 日 286.0 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0299.0299.0299.0    5555 月月月月 13131313 日日日日    250.8 5 月 2 日 287.8 

 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、5 月限 272.7 円～10 月限 287.8 円と 15.715.715.715.7 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は拡大した。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、5/10 現在で 457 トン減の 15,637 トン。3 旬ぶりの減少である。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、一時 2 万元割れまで下落。週末は 2 万元台に切り返した。 

 

ゴム自体の材料は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、ストップロスを 276.3 円割れに置いての買い方針が良いと考える。

逆三尊底形成からの上昇に、ちょうど良い押しが入ったとの見方であり、東京市場は割安である

との考えである。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油まずは原油まずは原油まずは原油から…から…から…から…    

先週においては『GW を境に相場が 180 度転換した動きの継続であり、季節的にも押し目買い

の相場が続くだろう。円が調整高して反落するような場面があれば、そこは絶好の仕掛け場であ

ろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 92.1392.1392.1392.13 ドル（ドル（ドル（ドル（5/155/155/155/15）まで値を消した後、）まで値を消した後、）まで値を消した後、）まで値を消した後、95959595 ドル台へ反発ドル台へ反発ドル台へ反発ドル台へ反発。週末

5/17 は前日比 0.86 ドル高の 96.0296.0296.0296.02 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了である。高値は 96.45 ドルまであった。 

 

基本的には 85858585 ドル～ドル～ドル～ドル～98989898 ドルでのもみ合い相場ドルでのもみ合い相場ドルでのもみ合い相場ドルでのもみ合い相場が続いている展開だ。…中略… 上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は上値抵抗線は

97979797～～～～98989898 ドル台、下値支持線はドル台、下値支持線はドル台、下値支持線はドル台、下値支持線は 90909090～～～～92929292 ドルドルドルドルというところにあるわけだ。 

 

当方としては、季節的にも押し目買いの方針というのが基本的な考え方であり、今週の安値も

結果的に絶好の買い場となったとの判断だが、円の調整高は起きていない状況である。 

 

なお 5/17 現在のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111104040404 ドル台ドル台ドル台ドル台、、、、ドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油もドバイ原油も 111102020202 ドル台ドル台ドル台ドル台と確り。 

また 5/5/5/5/14141414 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 \64,100 -180 \63,120 -280 

5 月 14 日 \63,800 -300 \62,850 -270 

5 月 15 日 \63,780 -10 \62,920 70 

5 月 16 日 \64,000 210 \63,280 360 

5 月 17 日 \64,320 320 \63,990 710 

今週の相場展開は、週前半は若干の調整安を入れたのもの、週末に掛けて上昇。64,01064,01064,01064,010 円円円円ま

で記録であり、4 月の高値は更新である。 

また先物先物先物先物 3333 本が一代高値の更新中本が一代高値の更新中本が一代高値の更新中本が一代高値の更新中であり、夜間取引では更に上昇で 65,00065,00065,00065,000 円台を記録円台を記録円台を記録円台を記録して先

物 3 本が更に高値を更新だ。 

 

このまま 2/13 の高値である 66,460 円を突破するほどの勢いがあるかどうかはまだ不明だが、

買い相場となっている状況は予想通りだ。 

先週号でコメントしたとおり、｢63,000 円～64,000 円どころを固めれば、次は 66,00066,00066,00066,000 円にト円にト円にト円にト

ライするライするライするライすることだろう。逆に反落があったとしても、57,000 円台は底であろうから、半値押しの 6

万円前後が調整安の限界であろう｣という相場観には変化無し。 

仮に横ばいの時間が長くなったりすれば、踏まれて強くなる麦のように、後後の相場に上昇エ

ネルギーを更に加えるだけという事になるのではないか。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \66,830 2 月 12 日 \52,370 

12 月 11

日 

\64,320 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \66,690 2 月 13 日 \57,320 1 月 8 日 \64,760 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \57,780 4 月 18 日 \64,540 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \\\\64,37064,37064,37064,370    5555 月月月月 17171717 日日日日    \57,360 4 月 16 日 \64,360 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \\\\64,18064,18064,18064,180    5555 月月月月 17171717 日日日日    \57,370 4 月 18 日 \64,170 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \\\\64,01064,01064,01064,010    5555 月月月月 17171717 日日日日    \57,510 5 月 2 日 \63,990 

 夜間取引では、すでに先物 3 本が 65,000 円台と一代高値の更新中である。 

 

結論として当方の相場観は、押し目買い一貫の相場であろう。地政学的リスクの他、円安が東

京市場のトレンドを強くしており、本来ならば弱材料となる米国のシェールガスの増産も値を崩

す要因となっていない。根が強い相場の証ではあるまいか。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 \74,780 -190 \74,080 -190 

5 月 14 日 \74,580 -200 \73,740 -340 

5 月 15 日 \74,180 -400 \73,660 -80 

5 月 16 日 \73,070 -1110 \73,470 -190 

5 月 17 日 \73,310 240 \74,360 890 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『5/2 の 68,030 円で底を打った相場である。そこからすでに 6,000 円上げ

ている相場であるが、まずは 76,000 円台を目指すと考える。押し目買いの相場であろう』とコ

メントした。 

今週の相場展開は、週末までは軟調に推移していた相場だったが、週末に切り返して 74,00074,00074,00074,000

円台を回復円台を回復円台を回復円台を回復。 

それでも高値は 74,70074,70074,70074,700 円（円（円（円（5/135/135/135/13））））までだったが、その後の夜間取引では更に上昇し、75,59075,59075,59075,590

円と一気に円と一気に円と一気に円と一気に 5555 月の高値を更新月の高値を更新月の高値を更新月の高値を更新である。 

 

原油相場はすでに原油相場はすでに原油相場はすでに原油相場はすでに 3333 月、月、月、月、4444 月の高値を抜いている中で、ガソリン相場は出遅れている印象が否月の高値を抜いている中で、ガソリン相場は出遅れている印象が否月の高値を抜いている中で、ガソリン相場は出遅れている印象が否月の高値を抜いている中で、ガソリン相場は出遅れている印象が否

めないめないめないめない。だが先週号でコメントした｢チャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗な WWWW 底を形成底を形成底を形成底を形成であり、次のターゲットは

76,00076,00076,00076,000 円台奪還円台奪還円台奪還円台奪還という事になるだろう｣という相場は、そう遠くない時期に達成できると信じて

いる。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\82,250 2 月 12 日 \66,480 

12 月 10

日 

\73,310 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\82,280 2 月 13 日 \69,600 4 月 16 日 \75,280 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \69,600 4 月 16 日 \75,990 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \69,050 4 月 18 日 \75,650 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \76,710 4 月 1 日 \68,150 4 月 18 日 \74,960 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \\\\74,7074,7074,7074,700000    5555 月月月月 13131313 日日日日    \68,030 5 月 2 日 \74,360 

 

5/5/5/5/17171717 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

5/5/5/5/11111111 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、押し目買い方針の継続である。7 万円割れは無いとの見方であり、

週末の急騰からすでに次の上昇トレンドが開始された可能性も高いと見ている。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 13 日 \72,970 -190 \74,080 -190 

5 月 14 日 \72,700 270 \75,590 -340 

5 月 15 日 \72,770 70 \75,590 0 

5 月 16 日 \73,210 440 \75,790 200 

5 月 17 日 \74,130 920 \76,710 920 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『W 底を形成した相場であり、押し目買いの継続が良いだろう。押し目買い

トレンドは、1 月限が発会するまで続くものと想定している』とコメントした。 

今週の相場展開は、週前半は軟調な推移であったが、週末は大きく反騰。更にその後の夜間取

引では、77,82077,82077,82077,820 円まで記円まで記円まで記円まで記録録録録しており、4 月の高値も突破した。 

 

先週号で｢チャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗な WWWW 底を形成底を形成底を形成底を形成。前回の戻り高値である 75,350 円（4/26）を突破し、

次のターゲットは次のターゲットは次のターゲットは次のターゲットは 77,27077,27077,27077,270 円円円円、そして 82,000 円台となる姿だ｣としたが、その相場観には変化無その相場観には変化無その相場観には変化無その相場観には変化無

しだしだしだしだ。 

現在の先物は需要期の走りの 11 月限であるが、…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\81,460 2 月 12 日 \64,690 

12 月 11

日 

\74,130 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\81,700 2 月 12 日 \67,320 4 月 18 日 \74,580 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \67,720 4 月 18 日 \75,050 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \76,980 2 月 26 日 \68,340 4 月 18 日 \75,720 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \77,270 4 月 11 日 \69,000 4 月 18 日 \76,210 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \\\\76,70076,70076,70076,700    5555 月月月月 13131313 日日日日    \69,850 5 月 2 日 \76,710 

 

5/5/5/5/11117777 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

5/5/5/5/11111111 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

今現在、在庫が過多なのはジェット燃料 32.5 万 Kl、軽油 38.9 万 Kl である。ジェット燃料在

庫が多いのは、円安によって輸出が停滞しているからと見られている。 

   

 結論として当方の相場観は、上昇トレンドに入っている相場であろう。押し目買い方針の継続

で、1 月限発会までの中長期での強気を維持したい。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場月足 

…削除済み… 

東京市場で 101010102222 円台円台円台円台まで円安が進んだ相場は、週末の NY 市場では 103103103103 円円円円まで更に円安が進ん

でいる。 

中韓や国内マスコミは｢円安だ！｣と騒ぐので、今回は月足をアップした。確かに 8 連続陽線で

の上昇中のチャートは、相対力指数も 76 ポイントまで上がって過熱しているが、2008200820082008 年の水準年の水準年の水準年の水準

に戻っただけに戻っただけに戻っただけに戻っただけとも言える。 

リーマンショックが起きたのは、リーマンショックが起きたのは、リーマンショックが起きたのは、リーマンショックが起きたのは、2008200820082008 年年年年 9999 月月月月 15151515 日日日日。それ以前の為替相場の水準は、おおよそそれ以前の為替相場の水準は、おおよそそれ以前の為替相場の水準は、おおよそそれ以前の為替相場の水準は、おおよそ

100100100100 円～円～円～円～125125125125 円の推移円の推移円の推移円の推移であり、とりあえず 2007 年の 124 円までの“往って来い”ならば、単なる

円高の調整と考えて何の不思議があろう？ 

…中略… 

 

〇日経 225 月間足 

…削除済み… 

 今週は｢日経平均株価の月足｣もアップしてみた。 

 現在、15,000 円台を回復した相場であるが、アベノミクスが出た当初から 14,000 円～15,000

円程度までは上がるんじゃないの？とコメントしていたことは、覚えがあると思う。その水準に

は到達したわけだ。 

 次の目標は 18,000 円～2 万円の水準であるが、そこまで行くには、やはりもう一つ何らかの

材料は必要だろうと考える。調整があるとすれば、チャートから見て 2,000 円程度だろう。 

 

なお来週の主な予定は、 

…中略… 

 

〇NY ダウ月足 

…削除済み… 

 マスコミには、日経平均がたかだか 15,000 円になっただけでバブルだと騒ぐバカがいるが、

では米国はどうなんだ？ 

 リーマンショック前の 14,000 ドル台だって史上最高値更新だったが、今は 15,000 ドル台を

簡単に突破している！ バブルというのならこちらだろうが、なぜかこれを批判する人はいない。

彼らは日本人なのに、日本批判をするのが生きがいのようだ。 
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 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


